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いよいよ卒業式
保護者の皆さんが、コロナ対策に万全を期してくだ

さったおかげで、明日無事に卒業式を迎えることがで
き、卒業生の門出をみんなでお祝いできそうです。あ
りがとうございました。

これは、卒業生が３年生のときに私に書いて寄せてくれたものです。アイディアに
あふれ心がまっすぐな子どもたちで、うれしくなったのを覚えています。
心優しく、賢く、たくましく成長してくれた６年生を、在校生そして職員一同がよ

ろこびを込めて中学校に送り出せること、とてもうれしく思います。子どもたちがこ
の６年間の小学校生活を思い起こしながら過ごす最後の 1日を、よろこびに満ちた一
日となるようお手伝いができればと思います。中学校での発展を祈っております。

修了おめでとう、さらによい年に・・・
本日１～５年生の修了式を行いました。凜とした姿から新学年へのこ

ころがまえが整ったことを感じます。ありがとうございました。
さて、学校では動物を飼うことが難しくなっていることから、命を身

近に感じられるようにと願って西幼稚園のカメの「ぺこ」を引き取り、
今度は巣箱をかけてみました。シジュウカラがうまく巣作りをしてくれ
るといいなと思っています。巣作りが始まったら教えてください。
１年延期となったオリンピックの聖火リレーが、福島からスタートします。新型コ

ロナのワクチン接種も始まり、私たちを苦しめてきたコロナ収束への道筋が見えてき
ました。令和３年度は、きっとさらによい年になります。

「梅校kids」１年間のご愛読ありがとうございました。
学校だよりは、学年だよりと内容が重複しないように心がけながら子どもたちの姿を紹介

してきました。写真や紹介する学年に偏りが出ないように気をつけていたのですが、なかな

か思うようではありませんでした。申し訳ありません。また、文章や物言い等気分を害され

た方もいらっしゃるのではないかと思いますが、退職校長のしがないつぶやき・・・と、ど

うかご容赦願います。

今年は、新型コロナ感染症の影響で、学校生活が大きく変わりました。制約が多い中での

子どもたちの成長を心配しましたが、梅校 KIDS たちの明るく、元気で何ごとにも一生懸命に
取り組む姿をこのたよりでもお届けできたことが救いでした。梅校精神は健在であります。

これまで陰に陽に支えてくださいました保護者の皆様に、心からの御礼と感謝を申し上げ、筆

をおきます。学校生活は、いろんなことがあってあたりまえと思っています。人と人とのかかわ

り合いが人をつくっていきます。心の中の小さなけがは、おとなに受け止めてもらえれば自然治

癒します。つらいことがあったときには、家族みんなで癒やし、励まし、元気づけてあげてくだ

さい。そうすればきっとまた子どもたちは、顔を上げて前へ進んでいきます。

私にとって、思い出深くよろこびにあふれた梅校での４年間でした。出会えたすべての皆さん

に感謝です。ありがとうございました。

森の案内人の蓮沼さんから卒業生
に贈られたペンスタンド

子どもたちのいない休日に廊下をピ
カピカに磨いてくださった塩生さん

◎あなたが校長先生ならどんな学校にしたいですか？
「宇宙ステーション世界宝石学校」と名前をつける
みんなで花やチ ュー リ ップを育てて 、 きれいですて

きな学校にしたい
思いやりがあって 、 あいさつができてこころも体も

きれいでえがおでたくましくて 、かしこくて 、れいぎた
だしい子ども
あかるく、えがおで、たのしい学校
水道からお湯が出る学校 、すきな時間に勉強ができ

る学校
みんなでなんでもはなしたり聞いたりできる学校
やさしくてあかるい元気な学校にしたい
１週間交代で全クラス回って給食を食べたい
みんながにこにこしている学校


